
PMS-FM-017

年　　　月　　　日

郵送

電話

弊社記入欄 承認
開示等の実施の有無 理由（適用される但し書きなど）
□開示　　　□開示等の拒否

住　所
②

備　考

電　話

氏　名

会社名

個人情報保護管理者　殿
LIAN株式会社

●希望する連絡方法をチェックして下さい。

個人情報開示等請求書

請求項目（※該当項目にチェック）

対象となる
個人データ
個人データ
の
具体的項目

請求者

①

（※請求者が代理人の場合）

貴社が保有する私の個人データに関し、以下の内容についてご請求いたします。

個人情報の利用目的の通知

本人

印　 印　

電話番号⇒：

個人情報の内容についての訂正

個人情報の内容についての追加

個人情報の内容についての削除

　ご記入頂きました内容について、ご請求された個人データの特定の為、また請求手続きに関
し、当社からご質問、ご連絡をさせて頂く場合がございます。その際の希望するご連絡方法、
ご連絡先をご記入下さい。なお、ご記入頂いた個人情報は、ご請求の対応以外の目的では利用
致しません。

宛先住所⇒：

個人情報の提供の停止

個人情報の開示

個人情報の利用停止

個人情報の消去

請求の
具体的理由

請求項目の内容
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（※注） 開示等を行わない場合の理由

[1]利用目的の通知

・本人又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害する恐れがある場合

・当社の権利又は正当な利益を害する恐れがある場合

[2]開示

・本人又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害する恐れがある場合

・当社の業務の適正な実施に著しい支障を及ぼす恐れがある場合

[3] 訂正、追加又は削除

[4] 利用の停止、消去又は第三者への提供の停止

・本人又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害する恐れがある場合

・当社の業務の適正な実施に著しい支障を及ぼす恐れがある場合

・法令に違反することとなる場合

・ご請求者による所定の手数料のお支払いがない場合

・保有個人データの内容が事実であった場合

・法令の規定により特別の手続が定められている場合

・ご請求者による所定の手数料のお支払いがない場合

・法令の規定により特別の手続が定められている場合

・法令に違反することとなる場合

・請求に係る保有個人データが存在しない場合

次のいずれかに該当する場合は開示等を行いません。

・利用目的が明らかな場合

・請求に係る保有個人データが存在しない場合

・国の機関又は地方公共団体が法令の定める事務を遂行することに対して協力する
　必要がある場合であって、当該事務の遂行に支障を及ぼす恐れがあるとき
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